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431 体外受精一凍結胚 ・融解移植法の

着床 に及ぼす要因

般 講演 S − 323

432　　　 1VF−−ETにおける移植胚の 質 と個数およ

び着床 期子宮内膜所 見と妊娠率 につ いて の 検討
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　［目的］体外受精における 余剰胚 の 凍結保存一融

解胚移植法は多胎の 予 防，妊娠率の 向上 に有用で あ

る 。 今回， 凍結胚 ・移植周期に お ける着床率を婦 人

の 年令，移植周期の 内分泌動態か ら検討 を加えた 。

　［方法］最近 1年間に凍結，融解を行 っ た73症例，94

周期，219胚 を対象 とした 。 凍結胚移植は 自然排卵

周期，clQ 皿iphene周期，　clo 皿iphene・hMG周期，卵巣

steroid 投与周期に て 行っ た 。 凍結胚移植周期 と刺

激採卵周期 に お ける 胚移植時 の 血清Ez
，
　P4値 を比較

した 。 ［成績］  219個の 凍結胚 を融解 し
，
生存率

87．7％（192／219），割球の部分的損傷 を受けた胚が

33．3％（73／219）に み られた 。 対移植周期妊娠 率は

29．8％　（28／94），着床率は 17．7％（34／192）で あ っ た 。

  婦人年令 に よる妊娠率 は29才以下，30・34才，35−

39才，40才以上 で そ れ ぞ れ 36．7％ （11／37），29．7％（11／
37），

26．1％（6／23），O％（0／4）で あ っ た 。   胚移植時の

妊娠率は，自然排卵周期で 33，3S，　clomiphene 周期で

25．O曳，
　c　lomiphene ・bMG刺激周期で は28．6％，卵巣

steroid 投与周期で 18，8％ と，卵巣 steroid 投与周期

で低 い 傾向にあっ た 。   胚移植時の 血 中E2，P4値 は

凍結胚移植周期で Eh＝137．　6± 82，7pg／皿 1，P4＝32± 17

ng ／ta1，E2／P4＝ 4，96± 4，1であ っ た の に対 し，刺激採

卵周期ではE2＝ 1939，2± 1228．2pg／ml ，P4＝ 166．8±66

．lngfml
，
E2！P4＝9，5±4．3で あ っ た 。   卵細胞質内

精子注入法 （ICSI）受精卵の 凍結胚26個の うち融解

後23個 （79．3覧）が生存 し，15周期に胚移植 し4例 （26％

）が妊娠 した 。   の 成績 と比較 し
，
ICSI受精卵 の 凍

結障害は著明で は なか っ た 。　［結論］刺激採卵周

期 ， 凍結胚移植周期 ともに加齢の 影響がみ られ，前

者で は移植時の高Ez／P4値 ，後者で は卵巣 steroid 投

与周期 に低下が み られた 。
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［目的］移植胚の質 と個数お よび 着床期子宮内膜

が IVF−ETの妊娠率におよぼす影響 に っ い て検討 し

た． ［方法］ 88．2−95，7に IVF−ETを施行 した 374例

1066周期を対象 とした．IVF−ETは ，
　 short ／10ng

protocol 刺激 によ る通常の 方法にて施行 した．刺

激前周期の着床期 に子宮鏡によ り内膜の 腺開口 像

（点状 ・斑状 ・リング状 ・消失）と血管発達像

（軽度 ・中等度 ・高度）を評価 し， リン グ状腺開

口 に中等度 ・高度血管発達像をみ るもの を良好，

そ の 他を不 良と した．移植胚の 質の 評価は，受精

卵の 卵割 に 大 小不同が な く，fragmentationが

1／3以下を良好分割卵（Cf），そ の他を不 良分割卵

（CF），および 2前核卵（PN）に分類 した．臨床的妊

娠率を子 宮内膜所見 ， 移植胚 の 個数，質別 に比較

した．　 ［成績コ  全体 としての移植胚個数別の妊

娠率 ： 1個 （7．4％）， 2個（7，5％）， 3個 （24，2％），4個

（22，1％）であり，3個以 上 で 有意 に高か っ た（P〈

0．OD ．なお，各個数間にお い て，　 Cfの 占め る割

合が 多い ほ ど妊娠率 は高い 傾向にあ っ たが ， 有意

差はなか っ た．次に，  同質胚3個以上 の 妊娠率

　Cf（32．　5％），
　 PN （18．7％） ， CF（5．9％）で ありCfで

有意に 高か っ た （p〈0．05）．  同質胚 の移植 と内膜

所見に つ い て ： CfとPNで は 内膜良好 ， 不 良にか か

わらず移植胚3個以上で妊娠率は有意に高か っ た．

CFで は内膜 良好の場合3個以 上で は有意差な く，

4個以上 で有意 に高い 妊娠率であ っ たが ，内膜不

良の 場合に は妊娠率は低 く，個数 による有 意差 も

なか っ た。　［結論］ IVF−ETでは移植胚の 質 と個数

が妊娠率に関与する．また，不 良分割卵の移植で

は子宮 内膜の 条件が妊娠率に関与す る こ とを指摘

した．
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